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⇞ᩱ㟁ụシス࣒ࢸを船舶に適用する試みの一つとして，

ᨵ㉁⨨をకうᅛ体高分子形⇞ᩱ㟁ụ（PEFC）プロトタ

プ試験⨨を試作し，性能試験を実施した． 
本試験では，ᨵ㉁⨨の機能確認をしたୖで，ձࢭル 

度，ղࢭルスタックの傾斜ゅ，ճࣀーࢻഃ，ࢯ࢝ーࢻഃ

⫼圧を変化させた試験を行い，ྛࠎが㟁ụฟ力に及ぼす影

響を᫂らかにした． 
次に，ࢭルスタックに流れる㟁流を70⛊間にࢮロから定

᱁値まで直線的に変化させた．本試験では70を1㹼600まで

変化させたが，ఱれの場合も㟁ụは㟁流変動に㏣ᚑできる

ことが分かった．さらに，㟁流をスࢸップ状に変化させた

場合でも，㟁ụは㟁流変動に㏣ᚑできることがุ᫂した． 
 
 
 
 
 
 
 

図 PEFCࢭルスタック 
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 ⑂ປᙉ度は板ཌຠ果により低下するため，⁐接構造物

の合理的࣭⤒῭的なタ計製作には大型化࣭ཌ板化のᢚไ

が必要である．二次加工ฎ理は᭷ຠな手段の一つである

が，高࿘波ฎ理法など新ᢏ⾡による二次加工ฎ理後の⁐

接⥅手の板ཌຠ果の実験的データが定量的評価を行うに

は不༑分である．本研

究では，⑂ປタ計基準

へᫎさせるため，荷

重非ఏ㐩型༑Ꮠ⥅手を

対象として，二次加工

ฎ理ຠ果を考៖した⑂

ປᙉ度に及ぼす板ཌຠ

果について評価した．

応力集中とṧ留応力の

影響を考៖することに

より，板ཌやṆ➃ฎ理

方法に関ࢃらࡎ全ての

データを一ᣓして評価

できることが᫂らかと

なった．         図 ⑂ປᙉ度᭤線 

CFD�%DVHG MXOWLREMHFWLYH +XOO FRUP 2SWLPL]DWLRQ 
  IRU +LJK�SSHHG MXOWLKXOO SKLSV E\ UVLQJ PDUDOOHO� 

CRGHG DHWHUPLQLVWLF DQG SWRFKDVWLF 2SWLPL]DWLRQ 
7KHRU\ 

田原⿱介 
平成28年5月 

The American Journal of Operations Research 
 

本研究の┠的は，並列計算ࢥーデングに基づく高ຠ率

を導入した計算流体力学(CFD)用多┠的最࣒リズࢦル

適化手法の構築と，Ỵ定論型および確率論型最適化理論を

用いた高㏿多⬗船型最適化ၥ㢟への適用である．本研究で

は࢛࢘ーター࢙ࢪット推進船型の一✀であるデルࣇト࢝タ

ラン船型を対象とした実用的タ計᮲௳における最適化を࣐

試行し，その結果をᚑ᮶型手法（Ỵ定論型単┠的最適化ゎ

法）による結果と比較した．その結果，本研究でᥦする

手法の᫂確なඃ性を確認し，一般単⬗船型への適用をྵ

  ．᭦なる応用が期ᚅできることを示したࡴ
 

 
図 ࢝タ࣐ラン船型の重合᱁子及び自由表面計算結果 

 
 

(VWLPDWLRQ RI SWRSSLQJ $ELOLW\  
RI FXOO�VFDOH SKLS UVLQJ FUHH�UXQQLQJ MRGHO 

ୖ野㐨㞝，㕥ᮌ良介, ሯ田ྜྷ 
平成29年1月 

2cean Engineering 
 

著⪅らはඛにプロペラ正転時を対象に⿵ຓ推力⨨をഛ

えた自㉮模型船で実船┦ఝの船体㐠動を実現する⯦ຠき船

㏿ಟ正(5SC)をᥦした．しかし，プロペラ㏫転Ṇ時は一

般に⯦がຠかないのでこの方法は᭷ຠでない． 
本論文では⿵ຓ推力⨨をഛえた自㉮模型船を用いて実

船のṆ性能を直接推定する方法として，安全ഃの推定値

を与えるプロペラ๓進率࣭船㏿ಟ正をᥦし，数値シミュ

レーションと模型実験での模型船ไᚚ方法と比較してそ

のඃ性を確認した． 
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図 船㤳と船尾にダクトࣇン型⿵ຓ推力⨨�')$7�を

搭㍕した自由⯟㉮模型船 
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㞳ᓥ⯟㊰におけるࣂスࣇロート船導入時の 
⛣動負担ឤに関する研究 

Ⲩ㇂ኴ㑻，ᐑᓮᜨ子 
平成27年11月 

ᅵᮌ学会 第54ᅇᅵᮌ計画学研究発表会 
 
本研究では，㞳ᓥᒃఫ⪅が海㝣㐃結型㏻シスࣂ）࣒ࢸ

スࣇロート船）を利用した㝿及びᚑ᮶の࢙ࣇリーを利用し

た㝿にどの⛬度，⛣動に負担をឤじるかを，一般化時間を

用いて᫂らかにした．一般化時間の算ฟに必要な等価時間

係数，ᚰ理的負担時間は，㞳ᓥᒃఫ⪅を対象に⛣動負担ឤ

ㄪᰝを実施し求めた．その結果，ࣂスࣇロート船を利用し

て⛣動した方が一般化時間は短くなり，ࣂスࣇロート船の

ຠ果が確認できた． 
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 図 一般化時間の内ヂ 
 
 
 

$,Sデータを用いた㑊⯟᧯船の行動分ᯒに基づく 
⾪✺危険度評価 

୕Ꮿ㔛ዉ，⚟ᡞ῟ྖ，長㇂ᕝ彦 
平成28年12月 

日本⯟海学会論文集 第135ᕳ 
 
海ୖでの⯟行安全のためには，適切に㑊⯟᧯船を実施す

ることが重要であり，実用的な㑊⯟᧯船ᨭシス࣒ࢸを開

発するためには，᧯船⪅のឤぬにあった㑊⯟᧯船のタミ

ングやその手段でᨭ報をᥦ示することが必要となる． 
本論では，ἢ海海ᇦでの㑊⯟᧯船のタミングをࣔデル

化することを┠的とし，A,Sデータから2船のぢ合い関係に

おける㑊⯟開ጞ時期を分ᯒして，㑊⯟対象の船舶の方変

化と，そのときの┦対㊥㞳を᮲௳とした簡単な評価ᘧを示

した． 
さらに，船との

⾪✺危険の⛬度と㑊

⯟開ጞ時期とを関㐃

付けて，方変化と

┦対㊥㞳を᮲௳とし

た， ‴ᇦを㝖く全

ての海ᇦに適用でき

る⾪✺危険度評価手

法を（図）をᥦした． 
           図 ⾪✺危険度評価 

FUHH�UXQQLQJ MRGHO SKLS 7HVW IRU (VWLPDWLQJ  
FXOO�VFDOH PHUIRUPDQFH DW $FWXDO SHDV 

Michio Ueno, <oshiaki 7sXkada, 5yosXke SX]Xki 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会秋季講演会論文集 
 

本報告では，まࡎ，著⪅らが開発した⿵ຓ推力⨨とこ

れをไᚚするための⯦ຠき船㏿ಟ正，㢼荷重模ᨃ⨨，そ

して実海ᇦ再現水槽の機能をㄝ᫂した．次に，これらのᢏ

⾡をά用した多方向不規๎波ᾉ場中での自由⯟㉮模型実験

について㏙た．実験では，㢼荷重模ᨃ⨨と⯦ຠき船㏿

ಟ正を使ってไᚚした模型船によって，波と㢼がేᏑする

実海ᇦにおいて機関の作動ไ限とฟ力の大小が実船性能に

及ぼす影響をㄪた．そのୖで，著⪅らがᥦする新しい

実験手法の᭷ຠ性を㏙た． 
 

 
図 ⿵ຓ推力⨨と㢼荷重模ᨃ⨨を用いた 

多方向不規๎波中の自由⯟㉮模型実験 

 

 

 

Ἔฎ理の水中散布の関㐃ᢏ⾡ 

原正一 
平成28年11月 

日本࣐リンエンࢽࢪリング学会ㄅ第51ᕳ6号 
 

Ἔฎ理の海中における散布は，2010年に࣓࢟シࢥ‴で

発生したデープ࢛࢘ーター࣍ラズンのᨾでึめて大

規模に行ࢃれ，࿘㎶海ᇦへの⎔境破ቯ㜵Ṇのための一定の

ຠ果があることが認められた．本報告は，Ἔฎ理を水中

散布するᢏ⾡に関する文⊩のゎㄝである．␗✀のᾮ体の水

中散布時の力学にጞまり，流場をᨭ㓄する࢙࢘ーࣂー数な

どの係数を用いてἜの最大粒ᚄをỴ定する推定ᘧについて

のこれまでの研究を紹介し，主にἜฎ理を水中散布して

Ἔを粒状化するᢏ⾡の実験的研究及び理論的研究にゝ及し

た． 
本ゎㄝでは，Ἔฎ理の一般的な✀㢮とその使用ຠ果につ

いてまࡎ㏙，Ἔฎ理のミࢭル限界⃰度についてゐれ，

界面張力の⃰度による変化を示した．Ἔฎ理によるἜの

粒ᚄ分布の 度影響について㏙，Ἔのᨺฟ 度の分散化

に対するຠ果をࣀル࢙࢘ーS,17EFによる実験を紹介して

ᴫㄝした．さらに，Ἔと࢞ス(࣓タン）のΰ合流体がᨺฟさ

れる場合の粒ᚄ分布について紹介した． 
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離島航路におけるバスフロー ト船導入時の

移動負担感に関する研究

戸ー

--― 戸ー

--•••• 

データを用いた避航操船の行動分析に基づく

衝突危険度評価

油処理剤の水中散布の関連技術



ᮾ日本大㟈⅏におけるẼ‴海ᗏの流ฟἜの 
 タリングについてࢽࣔ
Ⲩᕝ久幸，中村┿由子 

平成28年11月 
日本࣐リンエンࢽࢪリング学会ㄅ51ᕳ6号 

 
2011年3月11日に発生したᕧ大なὠ波によって，୕㝣

ἢᓊにタ⨨されていた⇞Ἔタンクがಽቯし，多量の⇞Ἔ

が流ฟした．流ฟしたἜの一部は海ୖで⇞↝した．これ

らのἜは海水中の粒子とඹにỿ㝆し海ᗏにሁ✚しἜởᰁ

が発生した．Ἔởᰁからのᅇ復状ἣのᢕᥱのために，海

ᗏのࣀル࣐ルࢧ࢟࣊ンᢳฟ物㉁，TPH，PAHsの分布に

ついてࣔࢽタリングを行った．ྛ成分によって分布が␗

なることがࢃかり，TPHは⤒年的にῶᑡしていた． 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 Ẽ‴におけるQࢧ࢟࣊�ンᢳฟ物㉁の分布 

 

 

 
自由⯟㉮模型試験における⯦ຠきと船㏿のಟ正に 

ついて�⥆報�㸫模型実験㸫 
㕥ᮌ良介，ሯ田ྜྷ，ୖ野㐨㞝 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集第23号 

 
著⪅らは過ཤに自由⯟㉮模型船の᧯⦪㐠動を実船と┦ఝ

にするための⯦ຠき船㏿ಟ正法(5SC)をᥦし，数値計算に

よってその適用性を示した． 
本研究では，5SCを適用した自由⯟㉮模型船を用いて平

水中᧯⦪性能試験と規๎波中保㔪試験を実施した．その結

果，平水中࣭波ᾉ中をၥࡎࢃ⿵ຓ推力に対する᧯⦪応答の

変化傾向は，数値計算と定性的に一⮴することがࢃかり，

自由⯟㉮模型試験で本試験法を検証することができた． 
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図 平水中ྑ��度᪕ᅇ試験時の重ᚰの⯟㊧ �.9/&&�� 

不規๎波中ᢠ増加の計 と長࿘期変動の推定 
㯮田㯞利子，高ᮌ健，㎷本，藤ἑ⣧一 

平成28年12月 
日本船舶海洋工学会論文集 第24号 

 
船舶の実海ᇦ性能評価で重量な要⣲となる不規๎波中

ᢠ増加について，ᢠ及び๓後方向変の長࿘期変動のㄪ

ᰝ及び重ね合ࢃせ法による計算法との比較を┠的に，

9LCC 及び自動㌴㐠ᦙ船を対象に長波㡬不規๎波中ᢠ増

加試験を行った． 
計 結果との比較により，1eZman ㏆ఝを用いた推定に

より長波㡬不規๎波中ᢠ増加の長࿘期変動を表現できる

ことを示した．また，規๎波中ᢠ増加の波高影響の考៖

により，9LCC の場合，ࣅュー࢛ࣇート 8 に㏆い波状態で

長波㡬不規๎波中ᢠ増加の平ᆒの推定が⣙ 10%␗なるこ

とを示した． 
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図 長波㡬不規๎波中ᢠ増加の比較（9LCC） 

 
 

自由⯟㉮模型試験のための㢼荷重模ᨃ⨨の開発 
ሯ田ྜྷ，㕥ᮌ良介，ୖ野㐨㞝 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集第23号 

 
㏆年，㢼波をともなう実海ᇦ⎔境下を⯟行する船舶の

正確な性能評価がᮃまれている．自由⯟㉮模型試験で実

海ᇦ⎔境下の㢼を模ᨃするのは非ᖖに困難である．著⪅

らは，模型船搭㍕型の⿵ຓ推力⨨を開発しているが，

この⨨を応用し㢼荷重を模型船に直接加える㢼荷重模

ᨃ⨨を新たに開発した．本⨨はダクトࣇンを」数

模型船に搭㍕し，発生した力のࣇーࣂࢻックと⨨に

加ࢃる加㏿度を基にしたไᚚから，波にకう大きな船体

㐠動状ἣ下でも船体㐠動に合ࢃせリルタ࣒に㢼荷重

を正確に与えられる．実海ᇦ⎔境下の自由⯟㉮模型試験

に対する㢼⎔境をᐜ易に再現可能になった． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 㢼荷重模ᨃ⨨ᴫ念図 
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東 日本大震災における気仙沼湾海底の流出油の

モニタ リングについて
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不規則波中抵抗増加の計測と長周期変動の推定

ふ

がQ 

ぶ‘心
6

、ぷ9
‘ 

ふ

s
 

ヽ

ぐ0̀ 
ゞ

ふ
ヽ
｀
゜

ゃ

さs
 

ぶ

C

ぐ

さè 
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実㝿の㑊⯟᧯船の行動分ᯒに基づく船舶間の 
⾪✺危険の定量的評価 

୕Ꮿ㔛ዉ，⚟ᡞ῟ྖ，長㇂ᕝ彦 
平成28年12月 

日本船舶海洋工学会論文集 9ol. 24 
 
ンエラーによる⾪✺㜵Ṇや省力化のほⅬからḢ࣐ューࣄ

ᕞを中ᚰとして自ᚊ⯟行船舶の研究が進められている．自

ᚊ⯟行船舶の実現には，船舶間の⾪✺危険度を適切に評価

し，適切な時機に㑊⯟を開ጞすることが重要である． 
本論では，㑊⯟の開ጞ時機を᧯船⪅に࿘▱することを┠的

として，A,S（AXtomatic ,dentification System㸸船舶自動㆑

ู⨨）データから，㑊⯟の実態を⤫計的に分ᯒし，定量

的な⾪✺危険度の評

価法方を検討した．

さらに，㆙報を発報

する時機を示した．

図は，方変化と無

次元化された2船間

㊥㞳を㍈とするᗙ標

平面ୖに㡿ᇦとして

表現される⾪✺危険

度を示したものであ

る． 
 
 
 

動揺⟶内における大粒ᚄ粒子のスラリー⛣㏦評価 
高野្，正ಙ⪽ኴ㑻，㔠田成㞝，小野正ኵ 

Ⲩᮌ元㍤，➲ᕝᗈ⣖ 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会講演論文集 
 

海ᗏ⇕水㖔ᗋを海ୖに⛣㏦し，生⏘するためにはゎỴし

なけれࡤならないᢏ⾡的なㄢ㢟は多く，その中の1つに揚㖔

⟶のスラリー⛣㏦評価ᢏ⾡がᣲࡆられる．揚㖔中，船体の

動揺等により，揚㖔⟶が動揺するため，著⪅らは⟶を動揺

させた状態でのスラリー⛣㏦を評価するための試験を実施

した．その結果，水平加࣭㖄直加ともに，圧力損失の

定ᖖ成分への影響はとࢇどなかったが，変動成分に対し

ては，≉に㖄直加した場合に㢧著な影響が認められた．

㖄直加時のᕪ圧データを࿘波数ゎᯒした結果を図1に示

す．また試験結果から，スラリーのྤฟ⃰度と圧力損失に

┦関があることが示၀された． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 ࿘波数ゎᯒ結果 
 

⩼ゅ変⠇機構付きプロペラ単⊂試験機による 
プロペラ推力及びトルクのCPP⩼ゅ変⠇中非定ᖖ 

成分の計  
ᕝὈኈ，ሯ田ྜྷ，ⓑ▼⪔一㑻，㇂澤ඞ， 

㕥ᮌ῟一，小田切ᓫ，深澤正ᶞ 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

㏆年の研究により，可変ࣆッࢳプロペラ(CPP)の⩼ゅをฟ

会い波に応じてไᚚすることで省エネຠ果が得られること

が᫂らかになり，⩼ゅの高㏿✌働によりそのຠ果向ୖが期

ᚅされている．本研究の┠的はCPP⩼ゅ変⠇中の非定ᖖな

プロペラ推力とトルクのᣲ動を検証することにあり，まࡎ

⩼ゅ変⠇機構付きのプロペラ単⊂試験機を開発し，水槽試

験により⩼ゅ変⠇中のプロペラ推力࣭トルクを計 した．

その結果，定ᖖ成分とはูの非定ᖖ成分がᏑᅾすることを

確認し，⩼ゅ変⠇㏿度に対するそのᣲ動を分ᯒした． 
 
 
 
 
 
 
 
図 ⩼ゅに正ᘻ波的変動を与えた場合の非定ᖖ推力時⣔列 

 
 

DHYHORSPHQW RI D 5HJLRQDO UQGHUZDWHU PRVLWLRQLQJ 
DQG CRPPXQLFDWLRQ S\VWHP IRU CRQWURO RI 
MXOWLSOH $XWRQRPRXV UQGHUZDWHU 9HKLFOHV 
⠛野㞞彦，✄ⴥ⚈，岡本❶⿱，℩田๛ᗈ， 

田村兼ྜྷ，ᾆ⎔，澤田ಙ一，㡲藤ᣅ 
平成28年11月 

Proceedings of AU9 2016 
 

深海ᗏの㖔物㈨※のຠ率的なㄪᰝ法として，」数の自ᚊ

型無人水中᥈ᰝ⯲（AU9）の利用が期ᚅされている．この

」数AU9の⟶ไを┠的とし，以下の㸱手法を⤌み合ࢃせた

水中 ㏻ಙシス࣒ࢸを開発している．㸯）༙ἐ水自ᚊ型

無人洋ୖ中⥅ჾ（AS9），㸰）ࣂ࣍リング型AU9による水

中㡢響㏻ಙ中⥅，㸱）海面長基線 （L%L）シス࣒ࢸ．

本✏では，このシス࣒ࢸのࢥンࢭプトと≉ᚩについて㏙，

ᚑ᮶シス࣒ࢸと比較することで」数AU9㐠用に関するඃ

性を示した． 

 
図 水中ᒁᇦ ㏻ಙシス࣒ࢸのࢥンࢭプト 
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実際の避航操船の行動分析に基づく船舶間の

衝突危険の定量的評価

翼角変節機構付きプロペラ単独試験機による

プロペラ推力及びトルクの 翼角変節中非定常

成分の計測
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DHYHORSPHQW DQG VHD WULDO RI DQ $XWRQRPRXV  
UQGHUZDWHU 9HKLFOH HTXLSSHG ZLWK D SXE�%RWWRP 

 PURILOHU IRU VXUYH\LQJ PLQHUDO UHVRXUFHV 
横田᪩⧊，㔠岡⚽，今㔛元ಙ，7ྡ 

平成28年9月 
Proceeding of the AU9 2016 

 
㏆年，海ᗏ㈨※ㄪᰝのࢶールとしてAU9（AXtonomoXs 

UnderZater 9ehicle）がὀ┠されており，当所ではᡓ␎的

※のうち次ୡ௦海洋㈨（S,P）࣒ーション造プログラ࣋ࣀ

ㄪᰝᢏ⾡（海のࣃࢪング計画）において，安価で小型なAU
9の研究開発を行っている． 

本✏では，このプログラ࣒において開発された⯟行型AU
9ึ号機について紹介し，㥴河‴沖にて行った実海ᇦ試験

の詳細をㄝ᫂している．ึ号機はࢧブ࣎ト࣒プロࣇラ

ーを搭㍕したAU9であり，ࣃターン化された行動を⤌み合

ースデータを作成するࢥせることによって，より簡易にࢃ

ことが可能となった．㥴河‴沖の試験においては，༑分な

㐠動性能を発した． 

図 㥴河‴沖実海ᇦ試験での⯟行型AU9ึ号機 
 

 
タンデࣇ࣒࢜ローデング時における船体れᅇり

㐠動に関する模型試験とシミュレーション 
Ώ㑔ྐ，ᏹ藤బ，ᆂ田▼，ᾈᕝ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
洋ୖでのἜ࢞ス田開発及び生⏘時において，FPS2やFL1

Gからの生⏘物のࣇ࢜ローデング方法として，ࣂࢻࢧ

方ᘧが主に用いられている．タン࣒方ᘧとタンデࢻࢧ

デ࣒方ᘧでは≉にシࣕトル船のれᅇり㐠動及び，ᡶいฟ

し船とシࣕトル船とを接⥆する࣍ーࢧー張力がࣇ࢜ローデ

方࣒ングの✌働率に大きく影響する．本研究ではタンデ

ᘧにὀ┠し，シࣕトル船として࣓ンブレン型L1G船を定

し，ฟ荷中におけるL1G船のれまࢃり㐠動の大きさと࣍

ーࢧー張力変化について模型試験とシミュレーションによ

り検討を行った．その結果，模型試験とシミュレーション

の結果がᴫね一⮴していることを確認した． 
 

 
 
 
 
 
 

図 張力標準೫ᕪ比較 
 

波ᾉ中船㏿低下を考៖した⑂ປᑑ命推定 
に関する研究 

岡正義，田中義↷ 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

合理的な船体⑂ປᑑ命評価を実現するには，船の㐠⯟

や᧯⦪に関ࢃる᧯船の影響を᫂らかにする必要がある． 
本研究では，大型ࢥンࢼࢸ船の波ᾉ中ῶ㏿船㏿低下の

数値ࣔデルを利用して，船㏿低下が⑂ປᑑ命に及ぼす影

響を検討した．その結果，線形長期ண に基づく手法で

は船㏿低下の影響は10㸣とᑡないが，࣍ッࣆングの影

響を考៖した時้㡿ᇦ法を用いると30%以ୖになること

が分かった．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 一定船㏿及び波ᾉ中船㏿低下を考៖した⑂ປ⿕ᐖ度 
 
 

多方向重ね合ࢃせ波を用いた⪏⯟性能試験 
㯮田㈗子，ୖ野㐨㞝 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会文集 

 
船舶の⪏⯟性能試験は規๎波中の波長と波向きを変えて

⧞り㏉し試験するため時間を要する．そこで，本研究では1
度の⯟㉮で」数の計 Ⅼを取得する方法をᥦした．向波

から㏣波中まで2から7方向のྠ一波長の波からなる多方向

重ね合ࢃせ波中で模型船を᭥⯟して船体㐠動を計 し，波

向きẖのฟ会い波࿘期でࣇーリエゎᯒして船体応答を求め

た．その結果，2方向（向波と㏣波）から4方向（向波から

横波）までの多方向重ね合ࢃせ波中の応答≉性は1方向規๎

波中のものとぼ一⮴することを示した． 

 
 図 多方向重ね合ࢃせ波及び 1 方向規๎波中のୖ下揺れ 
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波浪中船速低下を考慮した疲労寿命推定

に関する研究
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SORVKLQJ SLPXODWLRQ %DVHG RQ SP+ DQG LDUJH�SFDOH 
MRGHO ([SHULPHQW IRU NHZ VKDSH LNG 7DQN 

Chong Ma, Masayoshi 2ka, 7akahiro Ando,  
1aoya MatsXEara 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会秋季講演会論文集第23号 
 

,n this research, the M2SS type tank is selected as the Ease 
design to improYe as it does not reTXire the limitation for the 
liTXid leYel of L1G. %esides, dXe to the sphere shape of tank, 
the impact pressXre of L1G on tank Zhen sloshing occXrs can Ee 
e[pectedly smaller than the shape Zith corners.  
 
7o oYercome the shortage of the loZer storage efficiency of 
spherical tank, neZ shape tank consisting of spheroid and 
cylinder is proposed. Scale model e[periments Zere carried oXt 
for Eoth of conYentional type and neZ type of tank. 1Xmerical 
simXlation for sloshing Eased on smoothed particle 
hydrodynamics (SPH) is condXcted and the simXlation resXlts 
are confirmed Ey comparing Zith the e[periments data. %esides, 
the calcXlation resXlts Eased on StarCCM� is also sXpplied Ey 
the coaXthor in order to compare the specialty of Eoth nXmerical 
method. 

 
 
 
 
 
 
 

4XDQWLILFDWLRQ RI (QHUJ\�SDYLQJ 5DWH REWDLQHG E\ 
PRVW�SZLUO (SDV RQ D7C CRQWDLQHU SKLS 

1. Sakamoto and C. .aZakita 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会 平成28年秋季講演会論文集 
 

Unsteady YiscoXs CFD simXlations are carried oXt for 
DXisEXrg 7est Case (D7C) Zith tZisted rXdder Zith costa 
EXlE and discreti]ed rotating propeller. Energy saYing rate Ey 
these ESDs is TXantified Ey comprehensiYe self propXlsion 
analysis and kinetic energy analysis Xtili]ing CFD resXlts. 7he 
resXlts shoZ that kinetic energy analysis estimates energy 
saYing rate in the same order of magnitXde to self propXlsion 
analysis, and thXs can Ee a more ³generali]ed´ oEMectiYe 
fXnction to eYalXate propXlsiYe performance than self 
propXlsion factors. CXrrent ESDs on D7C are ineffectiYe to 
improYe its propXlsiYe efficiency, and possiEle sXggestions 
are made for their design improYement Eased on CFD resXlts. 

 
Fig. D7C Yortical strXctXre at stern, Fn=0.209 

 

ୖ部に平行部をᣢつ༙状ダクト型省エネ付加物の

開発 
一ࣀ℩ᗣ㞝，深澤良平，大場弘ᶞ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成㸰㸶年秋季講演会論文集 

 
形ダクト型省エネ付加物には2つのㄢ㢟がある．1つは，

省エネ付加物を搭㍕しない〄こく状態のక流係数が高い船

で，省エネຠ果がฟにくいこと．2つ┠は⯦に搭㍕されるࣇ

．ン型の省エネ付加物とのᖸ΅ຠ果が大きいことである

海ᢏ研ではこの2つのㄢ㢟に対して，క流係数の高い船への

ダクト型省エネ付加物の適用⠊ᅖ拡大をព図した新型の省

エネダクトUS7Dを開発した．本論文では，WAD࿘りの流

場ゎᯒ結果から形型ダクトの開発ㄢ㢟を示し，そのㄢ㢟

をᨵၿする新型ダクトUS7Dをᥦし，水槽試験で得られた

US7Dのඃ性を示した． 
 

 
図 新型ダクトの平行部の᭷無による圧力分布の比較 

 
 

画ീゎᯒ法を用いた高揚力」合ᕹの計 と 
✵力ᙎ性影響に関する研究 

高ぢ᭸ᕼ，藤本ಟ平，田原⿱介 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集 第23号 
 
本研究では，StrXctXre from Motion（SFM）法及びPatch-Eased 

MXlti 9ieZ Stereo（PM9S）法を用いた画ീゎᯒを適用した，

高揚力」合ᕹ㌾ᕹ部の大変形に対する計 法をᥦし，㢼

Ὕ試験によってその検証を行った．また得られた結果と流

体構造㐃成（FS,）ࢶールを用いたシミュレーション結果を

基に，高揚力」合ᕹの✵力ᙎ性影響についての考ᐹを行っ

た．結果，SFM/PM9S法で精度の高い変形計 が可能で

あることが確認され，SFM/PM9S計 のࣇーࣂࢻック

結果とFS,ࢶールの計算結果により，≉定᮲௳下において

㌾ᕹ変形による揚力ୖ᪼が確認できた． 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 ㌾ᕹ変形の揚力係数に与える影響の検証 
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上部に平行部を持つ半円状ダクト型省エネ付加物の

開発

画像解析法を用いた面揚力複合帆の計測と

空力弾性影響に関する研究
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⩼ゅ変⠇㏿度を考៖したCPP≉性推定のための 
数値計算法の開発 

ⓑ▼⪔一㑻, ᕝὈኈ, ሯ田ྜྷ, ㇂澤ඞ, 
㕥ᮌ῟一, 小田切ᓫ, 深澤正ᶞ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集 第23号 

 
著⪅らはCPPの⩼ゅをฟ会い波に応じてไᚚすることで

⇞ᩱᾘ㈝量を๐ῶするᢏ⾡を開発しており，⩼ゅの応答性

向ୖさせることで，᭦なる性能向ୖが可能である．一方，

⩼ゅ変⠇中に作用する非定ᖖなプロペラ≉性についての研

究はᑡないため，高㏿㥑動をకう⩼ゅไᚚを行う場合は，

その非定ᖖ≉性をᢕᥱしておく必要がある．本研究ではQC
Mを用いた変⠇㏿度を考៖したプロペラ≉性を推定可能な

数値計算法を開発し，水槽試験結果と比較することで᭷用

性を確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 スラスト係数の非定ᖖ成分の実験と計算の比較 

 
 
 

ὸ水試験によるᢠ࣭自⯟性能評価と馬力推定 
藤ἑ⣧一, 深澤良平, ㎷本 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集 

 
船舶がὸ水ᇦを⯟行する場合，ᢠの増加，推進性能の

低下，船体ỿ下量の増加，造波の増大などの現象が▱られ

ている．当所が所᭷する中水槽は，深水状態およびὸ水状

態での試験が行える᭥⯟水槽であり，今ᅇ-%C船型の模型

船を使用し，深水状態とὸ水状態（水深㸱状態）において

ᢠ，自⯟試験および波形計 を実施しそれࡒれの比較を

行った．また，MA5,1がᥦしているὸ水状態の馬力ಟ正

法について検討を行ったので報告する． 
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 図� 造波ᢠ᭤線 図� 馬力推定結果 

 

水槽試験による実船の短波㡬波中 
主機要求ฟ力の直接計  

ᕝὈኈ，࣎ンダレン࢜ ࢥレクシー，ሯ田ྜྷ， 
⚟田ဴ࿃，㇂澤ඞ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集 第23号 

 
著⪅らは水槽模型試験で実船の波ᾉ中船㏿低下を直接計

 できる水槽試験法を開発した．本報では，この水槽試験

法により実船が波ᾉ中を⯟㉮する時に主機に要求される㍈

ฟ力が直接計 できることを示し，短波㡬波中㏿力試験に

より実船┦当の㍈ฟ力を計 して馬力࢝ーブの評価を行っ

た結果について報告する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 実船┦当値として計 した短波㡬波中㍈ฟ力࢝ーブ 
 
 
 

⢒度の形状ࣃラ࣓ータが流境界ᒙに及ぼす影響 
㸫⢒度平板ୖ流場のLD9計 㸫 

ᣠ㝯㐨, ᕝᓥⱥᖿ, 澤田♸ᕼ, 藤ἑ⣧一, 
 ୕重野⣫ኸ 
平成28年11月 

2016年日本船舶海洋工学会秋季講演会論文集 
 
表面⢒さとᦶ᧿ᢠの関係は࣒ーデ線図やプラントル

シュリࢸࣄングの公ᘧ等が▱られているが, それらは◁

⢒度を対象としており, 船体のሬ⭷面のような長波長の⢒

度をᣢつ⢒面には適用することができない. 本研究では, 
ሬ⭷面を模した⢒度間㝸の␗なる 2 ᯛの 2 次元⢒度平板の

流境界ᒙLD9計 を行い, ⢒度及びその⢒度間㝸が流場

に与える影響についてㄪᰝした. その結果, 主流方向平ᆒ

㏿度が⢒度ୖで加㏿, ⢒度間でῶ㏿すること, ⢒度間㝸が

大きいうがその加ῶ㏿が大きいこと, 㖄直方向平ᆒ㏿度

は, ⢒度ୖでቨから㞳れる方向, ⢒度間ではቨに㏆づく方

向の㏿度が生じることなどが分かった.  
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図 主流方向平ᆒ㏿度分布 
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翼角変節速度を考慮した 特性推定のための

数値計算法の開発

水槽試験による実船の短波頂波中

主機要求出力の直接計測
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プロペラ荷重度と船尾ダクト表面圧力の関係および

CFDの検証 
久米健一，深澤良平 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 

 
省エネ付加物の性能評価にCFDを利用する機会が増え

ているが，荷重度に対する推進性能変化についてもCFD
が妥当な結果を与えるかどうかの検証が必要であると考

えた．対象とする省エネ付加物には当所が開発した船尾

ダクトWADを選択した．WAD表面の圧力分布を水槽試験

で取得しCFD結果と比較することで流場の推定精度の検

証を行った．その結果，荷重度変化が船尾付加物に及ぼ

す影響についてもCFDで適切に評価できることを確認し

たので報告した．また，水槽試験で使用したWADの模型

の製作には3Dプリンタを利用し，CADの段階であらかじ

め圧力孔を加工する方法を採った．単なる付加物の造形

に留まらな

い3Dプリン

タの新たな

利用法とし

ての紹介も

兼ねた． 
 

 
 

 
 
 

LNGタンク内流体のスロッシングによる最大荷重 
推定に関する研究 

岡正義，安藤孝弘，馬沖 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

本研究では，最悪短期海象の理論に基づき，模型実験

で得られたタンク流体力の応答値を用いて，タンク流体

力の長期分布のQ=10-8に対応する最大値を簡易的に推定

する方法を検討した．等価な超過確率に基づく手法と最

悪海象を直接的に使用する手法の2とおりの簡易手法で

最大値を求め，高い精度での推定が可能なことを示した． 
 

表 詳細手法(Long-term prediction)及び簡易手法(Simplified 
method)で求めたタンク流体力の最大値の比較 

（無次元標記） 
 Long term prediction Simplified method 

H/D Model 
tank test 

Potential 
theory 

ELP SWC 

29 % 0.069 0.074 0.066 0.072 
50 % 0.120 0.119 0.123 0.127 
65 % 0.139 0.132 0.139 0.146 

 
 

大型クルーズ船の損傷浸水時の復原性に関する 
模型実験 

橋本博公，松田秋彦，河村昂軌，寺田大介 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 
 

多数の乗客乗員が搭乗する大型クルーズ船では，損傷

浸水時の安全性確保が欠かせない．現行基準では主とし

て最終平衡状態での復原性を担保しているが，大量の人

命喪失が懸念されるのは，大規模な損傷により船内への

急激な浸水が短時間に生じ，非対称浸水や自由水影響に

よって復原力が一時的に著しく低下することによって大

きな横揺れが誘発され，破孔以外からの二次的な浸水に

至る場合である．本研究では，現実に即した船体形状や

内部水密区画までを再現した模型船を用いて，損傷浸水

実験を実施し，数値シミュレーションの精度検証に不可

欠な模型実験データの取得を試みた．模型実験によって

大型クルーズ船の浸水時の復原性を確認するとともに，

今後の数値シミュレーションの高度化に向けた高精度の

検証データを得た． 
 

 

 

 

 

 

図 浸水する船内 
 
 

並列GPUを用いたMPS法の海水打ち込み 
シミュレーションの開発 

河村昂軌，小野寺直幸，橋本博公，松田秋彦 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 
 

漁船は乾舷が小さいため,海水打ち込みが生じやすい. 
また,海水打ち込み時にはブルワークによって甲板に海水

が滞留しやすいため,大傾斜や転覆の危険性が指摘されて

いる. 海水打ち込みなどの非線形流れを取り扱うには,一
般的な水波の理論は適用が困難であり,CFD（数値流体力

学）などの数値計算手法に頼らざるをえない.本研究では

構築したMPS 法を拡張し,造波境界と透過境界を導入する

ことで限られた数値水槽内での造波を可能にした.海水打

ち込み時に船体に働く流体力を計算し,拘束模型実験結果

との比較を行うこ

とで精度検証を行

った.また数千万粒

子にも及ぶ計算を

実用的な時間内で

可能にするため,並
列GPUと動的負荷

分散を用いた. 
図 海水打ち込みを受ける漁船模型 
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プロペラ荷重度と船尾ダク ト表面圧力の関係および

の検証
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タンク内流体のスロッシングによる最大荷重

推定に関する研究

大型クルーズ船の損傷浸水時の復原性に関する

模型実験

並列 を用いた 法の海水打ち込み

シミュレーションの開発



漁船の᭷ຠ波傾斜係数に及ぼす定傾斜の影響 
田ཱྀᬕ㑥，ἑ田博ྐ，原ཱྀᐩ博，㯮田㈗子 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会講演会論文集第23号 

 
定傾斜を付けた漁船模型を用い横波状態で計 した波ᾉ

ᙉไ力等から᭷ຠ波傾斜係数を算定し，ᕥྑ揺及びୖ下揺

の影響を考៖した1自由度横揺㐠動方⛬ᘧのᙉไ力㡯のStri
p法による計算値と比較した．その結果，᭷ຠ波傾斜係数は

定傾斜ゅの増大にకい大きくなること，Strip法による計算

値は，横揺ᅛ᭷࿘期が比較的長い重ᚰが高い状態を㝖いて，

計 データから求めた᭷ຠ波傾斜係数に㏆い値となること

などを確認した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ᭷ຠ波傾斜係数に及ぼす定ᖖ傾斜ゅの影響 
 
 
 

 
多方向不規๎波中での漁船模型のブローࢳング 

現象に関する水槽実験 

ᐑᓮⱥᶞ，ୖ野㐨㞝，田ཱྀᬕ㑥，ሯ田ྜྷ 
㯮田㈗子，ᕝὈኈ，ᐆ㇂ⱥ㈗ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会 

 
リーや漁船など比較的高㏿で⯟行する船舶は㏣い波࢙ࣇ

中や斜め㏣い波中で波乗り状態やブローࢳングの危険性が

あることは▱られている．規๎波中や � 方向不規๎波中で

の水槽実験はこれまでにも数多く行ࢃれているが，多方向

不規๎波でのブローࢳング現象を取り扱ったものはṤどな

い． 

本講演では多方向不規๎波を発生させることが可能な

当所の実海ᇦ再現水槽において，自㉮ᘧの漁船模型を用

いた波乗り状

態やブローࢳ

ングの実験手

法の確❧を行

った． 
 

 
 
 
 

 ルスターが波ᾉ中性能に及ぼす影響࣎
㎷本，Ḉ田㢧子，㯮田㯞利子 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
 波ᾉ中推進性能を向ୖさせるため，船㤳水面ୖ形状を工

ኵする場合，ᢞ㘌の関係で࣎ルスターをタ⨨する場合があ

る．そのため，࣎ルスターが波ᾉ中性能に及ぼす影響を検

討した． 
 その結果，࣎ルスターによる波ᾉ中ᢠの増加は船体で

ᑕする波と࣎ルスターがᖸ΅するためవり大きくなく，

今ᅇのでは，標準ࢧズの࣎ルスターで波ᾉ中ᢠ増加

の4%増加，大型࣎ルスターでも10%の増加であることが分

かった． 
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図 ࣎ルスターによる規๎波中ᢠ増加の変化（計画㏿力） 

 
 

 ーダ動的応答に関する࢞ルࣁ船のࢼࢸンࢥ
基♏的検討 

ᒣ田安平，ட㇂ᜤ子，小ἑ 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

船舶の安全性のほⅬから，ࢥンࢼࢸ船の船体構造安全性，

≉にࣁル࢞ーダ最終ᙉ度確保が重要なㄢ㢟の㸯つとなって

いる．本研究では，80007EUのࢥンࢼࢸ船を対象として，

船体全体を21要⣲の変᩿面࣭ᙎረ性ᱱでࣔデル化し，Zhip
ping等の動的荷重に対する船体のࣁル࢞ーダー応答に関す

る基♏的検討を行った．その結果，荷重ᣢ⥆時間が船体の

ᅛ᭷࿘期に㏆くなると，ྠㄪにより応答ࣔー࣓ントの最大

値が付与ࣔー࣓ントより大きくなる等動的影響が確認でき

た．また，船㤳尾័性力の᭷無により応答ࣔー࣓ントのྠ

ㄪⅬが変かすることが確認できた．  

 
図 船体応答ࣔー࣓ント時⣔列 
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図 多方向不規๎波中での 
  ブローࢳング現象 
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プレスワ�ルࣇンによる᪕ᅇ流中のプロペラ⩼形状

最適化に関する研究 
新ᕝ大ᮁ, ྜྷṊᮁ, 㔠ᓫ, 安ᮾ₶ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
本研究ではプレスワールࣇンによる᪕ᅇ流中のプロペ

ラタ計の一手法として実数値㑇ఏ的ルࢦリズ࣒を用いて

プロペラ⩼形状最適化手法の開発を行った．また，本手法

によってᨵ良されたプロペラについてᕞ大学高㏿ᅇ流水

槽において，プレスワールࣇンによる᪕ᅇ流中のプロペ

ラ性能試験を行った．開発した最適化手法を用いることに

より，プレスワールࣇンのഛによる自⯟時のᢠ増加

と適切なプロペラᅇ転数を考៖したᨵ良プロペラを得るこ

とが可能であることを示した． 
 

 
図 ᪕ᅇ流中プロペラ性能試験 

 
 
 

波⩌中のࣇリーク波とࢥンࢼࢸ船の⦪᭤ࡆ荷重 
（第�報） 

ᐆ㇂ⱥ㈗，㇂澤ඞ，᪩✄田༟∞，ἑ田博ྐ 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

リーク波中の᭥⯟実ࣇ船のᙎ性模型の波⩌中のࢼࢸンࢥ

験を行った．著⪅らはこれまでに，㐃⥆する2波に対し，波

高で無次元化した⦪᭤ࣔࡆー࣓ントの応答が1波┠と2波┠

とで一部␗なることを᫂らかにした． 
本研究では，その原ᅉを᫂らかにするため，⦪᭤ࣔࡆー

࣓ントをฟ会い波成分と࣍ッࣆング成分に分㞳してゎᯒ

を行った．その結果，応答の㐪いの原ᅉは，๓⪅は㐠動の

┦（ᒚṔ），後⪅は船㤳が水面に⾪✺する㝿の水面のୖ

下㏿度の㐪いに㉳ᅉすることを᫂らかにした． 

図 波高と⦪᭤ࣔࡆー࣓ントのฟ会い波成分の無次元値の

関係．⦪揺れのฟ会い波に対する┦対┦値でⰍ分け 

工ᴗ用⣧ࢳタンの⑂ປᙉ度に及ぼす応力比と 
切欠の影響 
ᒾ田▱᫂ 

平成28年11月 
第33ᅇ⑂ປシン࣒࢘ࢪ࣏講演論文集 

 
 ୡ界的に7i-6Al-49などの合㔠が⯟✵Ᏹᐂ分野で利用

され，構造部ᮦとして実⦼㇏ᐩでデータが✚されてい

る．一方ᡃがᅜでは，海水⪏㣗性や生体ぶ性にඃれ，

合㔠と比較して安価な⣧ࢳタンが一般⏘ᴗ分野でᗈく利

用されているが，hcp構造のみから成り␗方性がある⣧ࢳ

タンは，構造ᮦᩱとしてṔྐはὸく，ᙉ度データが不༑

分で機Ე的ᮦᩱ≉性に不᫂な部分がṧされている．本研

究では，海洋分野で構造部ᮦとしてඃれた≉性をᣢつ⣧

タンの⑂ປᙉ度に及ࢳタンの応用⠊ᅖ拡大のため，⣧ࢳ

ぼす平ᆒ応力と応力集中の影響を評価した．ಟ正Goodma
n線図では危険ഃとなることが᫂らかとなった． 
 
 
 
 
 
 
 

図 公称応力⠊ᅖǼSと破᩿ᑑ命1の関係 
 
 

NXPHULFDO SLPXODWLRQ :LWK 2YHUVHW $SSURDFK  
FRU D %XON CDUULHU�-%C� ,Q SKDOORZ :DWHU 

Hiroshi .2%A<ASH,, -Xn-ichi FU-,SAWA and  
5yoXhei FU.ASAWA 

平成28年11月 
Proc. of -AS1A2E 2016 AnnXal AXtXmn Meeting 

 
海ᢏ研で開発している重合᱁子生成プログラ࣒UPBG5,

D及び重合᱁子対応1Sࢯルࣂー1AG,SAを用いて，ὸ水状

態におけるࣂルクࣕ࢟リ船型（-%C）࿘り流場の数値シ

ミュレーションを行った．重合᱁子法は，船体，⯦等の計

算᱁子を変᭦すること無く␗なる水深での計算᱁子をᐜ易

に生成可能であり，水深を変化させたシミュレーションを

行う場合に非ᖖに᭷ຠである． 
計算結果を，中水槽で実施した水槽試験結果と比較した

とこࢁ，ᢠ値が水深に応じて変化する傾向をとらえるこ

とができ，本手法の᭷ຠ性が確認された． 
 

 
 
 
 
 
図 ὸ水状態での，船体表面，水面及びᕥྑ対称面におけ

る圧力分布 
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プレスワルフィンによる旋回流中のプロペラ翼形状

最適化に関する研究

波群中のフ リーク波とコンテナ船の縦曲げ荷重

（第報）
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工業用純チタンの疲労強度に及ぼす応力比と

切欠の影響
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ὸᒙࣔデルに基づく高密度࢞ス大Ẽ拡散 

ࣔデルの評価 

岡⚽行，日向㈼ஓ，岡Ὀ㈨ 
平成28年10月 

第86ᅇ࣐リンエンࢽࢪリング学⾡講演会講演論文集 
 
 海ୖ㍺㏦時のᨾにより大量のᾮ化ኳ↛࢞スが海面ୖに

流ฟした場合，発したኳ↛࢞スがẼ流により㐲方へ⛣流

拡散し，その後╔ⅆするとẼ㞼ⅆ⅏に至る可能性がある．

発した低 のኳ↛࢞スはᖖ の࿘ᅖ✵Ẽよりも密度が⣙

1.5ಸ高く，ᆅ面あるいは海面ୖを㏺うように流れる．本研

究では，高密度࢞スの大Ẽ拡散ࣔデルとしてὸᒙࣔデルに

╔┠し，㞀ᐖ物やᆅ形変化がある場合のண 性能を評価す

るため，高密度࢞スの一つであるභࣇッ化水⣲（SF6）の大

Ẽ拡散ᣲ動をㄪた㢼Ὕ実験を対象に数値ゎᯒを行った．

㢼Ὕ実験結果と比較したとこࢁ，本研究でᨵ良したὸᒙࣔ

デルによりᴫね実験値を再現できることが分かった． 
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ᕥ図 㢼Ὕᗋ面ୖにおける

₃ὤ※中ᚰから㢼下方向へ

の SF6の体✚⃰度変化． 
 A.-. .ohoXt, Master
s 7hesis for 
GradXate School of the UniYersity of 
Maryland, (2011). 
 M. 1ielson, S. 2tt, 5iso-5-845 (E1), 
5iso 1ational LaEoratory, Denmark, 
(1995). 

 
 
 

MRGHOOLQJ GLVSHUVLRQ SURFHVVHV RI UDGLRDFWLYH MDWHU
LDOV LQ D PDULWLPH HQYLURQPHQW IRU HPHUJHQF\ UHVS
RQVH WR PDULWLPH WUDQVSRUW DFFLGHQWV LQYROYLQJ UDGL

RDFWLYH PDWHULDO SDFNDJHV 
ὸぢගྐ，岡⚽行，小田野直ග 

平成28年9月 
Proceedings of the18th ,nternational SymposiXm on the Pack

aging and 7ransportation of 5adioactiYe Materials 
 

海洋中の┦作用と海ᗏሁ✚物内での物㉁⛣動を考៖し

たᨺᑕ性᰾✀⛣行ࣔデルを用いて，⚟ᓥἢᓊᇦでの海洋中

᰾✀⛣行シミュレーションを行った．᰾✀の海洋ᨺฟから2
年後のἢᓊでのሁ✚┦内137Cs⃰度㖄直分布を図示する．図

より，海ᗏሁ✚物への᰾✀の౪⤥※として୕┦全てのᐤ与

を考៖し，㖄直分布ࣔデルの⛣流㏿度としてἢᓊᇦでのሁ

✚物ሁ✚㏿度を

用いることで，

ᚑ᮶の୕┦間⛣

行ࣔデルでは評

価できなかった，

最大値及び⥲量

の再現性にᨵၿ

がみられること

が᫂らかとなっ

た．       図 ሁ✚┦における137Cs⃰度㖄直分布 
 

船舶の⾪✺安全性に㈨するໟᣓ的ᮦᩱ 
 リューションの開発ࢯ

ᕷᕝ利，大ᕝ㕲平，ⓑᖭᾈ幸，ᰗ田ᑑ， 
中ᓥΎ孝，小田直ᶞ，ᒣ田安平，ᡞ澤⚽， 

⣬田健二，船ὠ⿱二 
平成29年1月 
日本㔠ᒓ学会 

 
㗰ᮦ≉性の向ୖにより，船体重量や施工࣭検ᰝの負荷

を増加させࡎに，⾪✺やᗙ♋による船舶の損傷を㍍ῶし

得る手法は⤒῭合理性のほⅬからも現実的である．ල体

的には，ఙびにඃれた㗰板を⿕⾪✺船や⾪✺船の船体構

造に適正に㓄⨨すれࡤ，㗰板にて⾪✺エネルࢠーを྾

し，船舶の⪏⾪✺性能を高めることができる． 
本報では，新日㚩ఫ㔠ᰴᘧ会♫，今造船ᰴᘧ会♫，

海ୖ࣭ ‴࣭⯟✵ᢏ⾡研究所及び日本海༠会が㐃ᦠし

てᥦする船舶の⾪✺安全性に対するໟᣓ的船体ᮦᩱࢯ

リューションについてᴫㄝする． 
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図 限界⾪✺㏿度の比較 

 

㸰次元定ᖖ⩼のࢸࣅࣕ࢟ーション性能 
ྑ㏆良孝，工藤㐩㑻，ᕝ並ᗣ๛，安ᮾ₶ 

平成28年10月 
日本船舶海洋工学会 第5ᅇ推進࣭㐠動性能研究会 

 
ーションが発生したプロペラの性能や誘㉳するࢸࣅࣕ࢟

船尾動をண するୖで，ࢸࣅࣕ࢟ーションの発生᮲௳や

形状，圧力分布を精度よくண できる必要がある． 
このため，プロペラの要⣲に対応する，2✀㢮の2次元⩼

に関する海ᢏ研とC,7における実験結果と2✀㢮のࢸࣅࣕ࢟

ーション流れ理論計算法を用いて得られた計算結果と比較

し，そのㄢ㢟をᢳฟした． 
実験と計算の間で良い┦関も得られたが，⢓性を考៖し

た計算法にᨵ良することやᑀなࣃネル形状や圧力分布の

計算が必要であることを得た． 
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浅層モデルに基づく高密度ガス大気拡散

モデルの評価
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船舶の衝突安全性に資する包括的材料

ソリューションの開発

2次元定常翼のキャ ビテーション性能



ሬ⭷面を模したᗄఱ学⢒度平板ୖの 
流境界ᒙ計  

ᣠ㝯㐨, ᕝᓥⱥᖿ, 澤田♸ᕼ, 藤ἑ⣧一,  
୕重野⣫ኸ 

平成28年10月 
日本船舶海洋工学会 第5ᅇ推進࣭㐠動性能研究会 

 
面平板及びሬ⭷面を模した⢒度間㝸の␗なる 2 ᯛの 2

次元⢒度平板を大型ࢸࣅࣕ࢟ーション水槽第 2 計 ⬗にタ

⨨し流境界ᒙLD9計 を行い, ⢒度及びその⢒度間㝸が

流場に与える影響についてㄪᰝした. その結果, 主流方向

平ᆒ㏿度が⢒度ୖで加㏿, ⢒度間でῶ㏿すること, ⢒度間

㝸が大きいうがその加ῶ㏿が大きいこと. 㖄直方向平ᆒ

㏿度は, ⢒度ୖでቨから㞳れる方向, ⢒度間ではቨに㏆づ

く方向の㏿度が生じること, 面と比較して⢒度間㝸が大

きい方が主流方向㏿度の低下が大きいことなどが分かっ

た.  
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図 主流方向平ᆒ㏿度分布 

 
 
 

ỿ船からのṧ留⇞ᩱἜ流ฟ㜵Ṇシス࣒ࢸの 
適用に関するணഛ的FS$ 

ᰆᬛ洋 
平成28年11月 

日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 
 

ỿ船からのṧ留⇞ᩱἜの流ฟᨾは，長期的に海洋⎔境

をởᰁし⥆ける可能性があり，㜵Ṇ⟇を講じる必要がある

と考えられる．たࡔし，㜵Ṇ⟇の導入に㝿し，๓に㈝用

対ຠ果の検証を実施することが重要である．そこで本研究

では，ᅜ㝿海機関の規๎ไ定手法であるFSAを利用し，7
つの船✀について✵Ẽ⟶からのṧ留⇞ᩱἜ流ฟ㜵Ṇシスࢸ

 ．を適用した場合の㈝用対ຠ果評価を実施した࣒
その結果，プ

ロダクトタン࢝

ーとタグ࣎ート

以外の船✀では，

㈝用対ຠ果᭷り

との結果を得た． 
 
図 ㈝用対ຠ

果評価の結果 
 
 
 

᪑客船の要求区画指数のぢ直しに関するணഛ的FS$ 
ᰆᬛ洋，㔠†ᐩኈኵ 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会平成28年秋季講演会論文集 

 
,M2では᪑客船の損傷時復原性基準（要求区画指数5）

のᙉ化について検討を行っており，SDC 3にᡃがᅜから5
の計算ᘧがᥦされた．その計算ᘧは，著⪅らが,M2
の規๎ไ定手法であるFSAを実施し，㈝用対ຠ果が᭷ると

ุ定されたものであった．本✏はその詳細を㏙るもので

あり，5の計算ᘧを現行基準からᡃがᅜᥦに変᭦した場

合のリスクῶᑡ量と㈝用増加量をࣔン࢝ࢸルロ法により求

めた．その結果，FSAの㈝用対ຠ果評価指標であるGCAF
の分布が求めら

れ，その中ኸ値

は㜈値より小さ

く，日本ᥦの5
のᘧは㈝用対ຠ

果が᭷ることが

示された． 
 

図 *&$)の分布 
 

 
 
 

 
 

MHDVXULQJ S\VWHP DQG 5HFRUGV RI D �M: 
FORDWLQJ 2IIVKRUH :LQG 7XUELQH 
▼田ⱱ㈨，二村正，Ᏹ㷗ᐑᬛ 

బ藤㑳，ⓑ▼ᓫ 
平成28年10月 

Proc. 15th World Wind Energy Conference（WWEC2016） 
 

⎔境省実証ᴗでは，ᓥ列ᓥ᳧ᓥ沖に2MW㢼㌴を搭㍕

したスࣃー型ᾋ体ᘧ㢼力発㟁施タがタ⨨され，当所はᾋ体

部計 シス࣒ࢸのタ計࣭タ⨨࣭計 ࣭ゎᯒを担当した．本

論では，ಶࠎの計 ⨨や全体シス࣒ࢸを紹介するととも

に，ྎ㢼᮶く時や発㟁時に得られたデータのを示し，当

所が構築した実海ᇦ計 シス࣒ࢸによって᭷用なデータが

得られることを᫂らかにした． 
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図1 2MW㢼㌴はえࢇかࡐ 図2 タワー基部のṍの時⣔列 
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塗膜面を模した幾何学粗度平板上の

乱流境界層計測

/／ 
ム名公 冥．．．．．．．．．:.................:.... 

沈船からの残留燃料油流出防止システムの

適用に関する予備的

い

旅客船の要求区画指数の見直しに関する予備的



ᾋ体ᘧ洋ୖ㢼力発㟁施タの復原性に関する 
論Ⅼについて 

ୖಇྖ 
平成28年11月 

第38ᅇ㢼力エネルࢠー利用シン࣒࢘ࢪ࣏ 
 
ᾋ体ᘧ㢼力発㟁施タの復原性については，ᡃがᅜでは船

舶安全法の下でのᾋ体ᘧ洋ୖ㢼力発㟁施タᢏ⾡基準に船舶

やᾋ体ᘧ海洋構造物の考え方を準用した規定があり，その

ゎ㔘としての安全ࢻ࢞ランも発行されている．一方で，

IEC においてᢏ⾡様᭩の作成が作ᴗ中であるが，損傷時

復原性規定はୖ記とᑡし␗なるᛮに基づいている．୧⪅

をಠ▔して，実ົ適用ୖの論Ⅼを指摘し，今後の検討の方

向性を示した．ල体的には，船舶⾪✺に関するリスク評

価を㏻じて，所要の全損失確率を評価する手法として，

えࡤ下図の様なᴫ念で検討する手法をᥦした．  
 

 
 

 
 
 
 
 
 

流体性能最適化 
田原⿱介 

平成28年11月 
日本船舶海洋工学会ᮾ部ᨭ部ワークショップ 

 船舶海洋工学における最適化ࠖࠕ
  

ュータをά用した最適化タ計が工学の全分ࣆンࢥ

野でᗈまっている．船舶海洋工学においてはྂくから

ᴟ小造波ᢠ理論に௦表される最適化理論が研究さ

れ実用に౪されてきたが，最㏆ではࣁーࢻ面でのࢥン

トࣇࢯュータの進Ṍとྠ時にCFDや最適化手法のࣆ

面での進ᒎも著しく，流体性能に留まらࡎ多くの場面

で最適化ࢶールがά㌍している．これは㏆年ၥ㢟とな

っている船舶海洋分野でのᢏ⾡⪅不㊊，ᢏ⾡ఏᢎのㄢ

㢟の対⟇の┠⋢にもなりえるが，一方では最適化ࢶー

ル使用によるタ計࢘ࣁ࢘ࣀのブラック࣎ックス化の

ၥ㢟Ⅼもᢪえている．本ワークショップでは最適化手

法の一般的ゎㄝの後，船舶海洋工学分野への応用とし

て流体，構造，㐠⯟，工⛬のྛ分野についてᑓ㛛ᐙに

よる現状とၥ㢟Ⅼ，今後のᒎᮃについての詳ㄝを┠的

とし，≉に当ヱ講演では，ࠕ流力性能最適化ࠖに関す

るࢸー࣐を担当した． 
 

9HULILFDWLRQ RI F:�+ MHWKRG IRU (VWLPDWLRQ RI 
PUHVVXUH FOXFWXDWLRQ LQGXFHG E\ CDYLWDWLQJ 

MDULQH PURSHOOHU 
1. Sakamoto, C. .aZakita and H..amiirisa 

平成28年12月 
第18ᅇࢸࣅࣕ࢟ーションに関するシン࣒࢘ࢪ࣏ 

講演論文集 
 

7his stXdy is dedicated to inYestigate the capaEility of 
YiscoXs compXtational flXid dynamics (CFD) and FfoZcs 
Williams-HaZkings (FW-H) acoXstic analogy to Ee one of the 
practical tools to estimate propeller caYitation noise. 
FiYe-Eladed conYentional propeller operating in Xniform floZ 
in a depressXri]ed tXnnel ZithoXt/Zith caYitation and resXltant 
noise are of the interest. FW-H simXlation demonstrates that 
the contriEXtion of monopole and dipole soXrces to propeller 
radiated noise is the same order of magnitXde. Especially for 
the present cases direct CFD simXlation tends to captXre the 
noise trend Eetter than CFD�FW-H simXlation. 7his is 
reasonaEle dXe to the natXre of FW-H formXlation.             

 
 
 
 
 
 
 

FLJ� PRQRSROH DFRXVWLF VRXUFH 
 

%L$D( P,7C+ C2N752L 2F FL2$7,NG 2FFS
+25( :,ND 7U5%,N(  

%< $ M2D(5N C2N752L 
⩚田⤢，中ᲄಇᶞ，ᅧ分健ኴ㑻，▼田ⱱ㈨ 

平成28年10月 
7he 15th World Wind Energy Conference and E[hiEition 

 
ᾋ体ᘧ洋ୖ㢼力発㟁施タ（以下F2W7）を対象に，その

タワー基部᭤ࣔࡆー࣓ントをᢚไするための手法を開発し

た．F2W7ᣲ動及びタワー基部荷重を線形ࣔデル化し，数

値計算及び模型計 から値のྠ定を行い,最終的にไᚚჾ

搭㍕した,模型試験を実施した．試験の結果,LQไᚚによっ

て波ᾉ中におけるࣆッࢳングࣔー࣓ントを低ῶできること

を示した. 
 

 
図 波ᾉ中のࣆッࢳングࣔー࣓ント比較 

図 船舶⾪✺リスクの評価のᴫ念（一部） 
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舶用ᙎ性変形プロペラの流力性能の≉ᚩ 
ᕝ千 

平成28年12月 
第18ᅇࢸࣅࣕ࢟ーションに関するシン࣒࢘ࢪ࣏ 

 
舶用ᙎ性変形プロペラの流力性能をᢕᥱするため，ࠕ㟷

㞼,ୡࠖのࣁス࢟ュープロペラを対象に，ᆒ一流中およ

びక流中におけるᙎ性変形プロペラによる単⊂≉性および

ーション性能を実験的にㄪᰝした．その結果，スࢸࣅࣕ࢟

ューの大きな舶用ᙎ性変形プロペラは，⩼➃部の⩼変形࢟

により㔠ᒓプロペラよりも推力࣭トルク࣭ຠ率が低下する

リスクは高いが，ࢸࣅࣕ࢟ーション性能を大ᖜに向ୖでき

る可能性がある．また，プロペラ㏫転時では⩼➃部に不安

定動が発生するリスクがあるため，今後，⩼ᮦᩱの๛性

やプロペラ形状とダࣂー࢙ࢪンスやࣇラッター等の不安

定動現象の関係をㄪᰝする必要がある． 

図  ㏫転時のᙎ性変形プロペラ⩼➃部に発生する不安定 
動 

 
 
 

船舶水中㦁㡢に関する最㏆の研究 
ୖ入బග，ᆏ本ಙᬗ，Ḉ田㢧子 

平成28年12月 
 （第18ᅇ）࣒࢘ࢪ࣏ーションに関するシンࢸࣅࣕ࢟

 
,M2や生物多様性᮲⣙における船舶水中㦁㡢規ไの現状

について紹介するとともに，その対応としてᅜ内で実施し

ている船舶水中㦁㡢計 試験，CFDによるプロペラࣅࣕ࢟

ズ推定および船舶㐠⯟に対する㪒㢮の応ࣀーションࢸ

行動ほ 結果などを紹介する．また，㡑ᅜが,S2へᥦして

現ᅾᑂ㆟中のプロペラࢸࣅࣕ࢟ーション㦁㡢評価試験法の

現状を紹介する. 
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水平方向に単動するⅆ※ୖの⇕Ẽ流性状 
㣤ሯ┿実，岡Ὀ㈨，岡⚽行 

平成28年12月 
第49ᅇ安全工学研究発表会講演ண✏集 

 
 船舶ⅆ⅏は㝣ୖのᘓ築ⅆ⅏とは␗なり，船舶≉᭷の動揺

影響によりⅆ※⨨が時間的に変化するため，᪤Ꮡ▱ぢの

適用性およびその⠊ᅖはᮍゎ᫂な部分が多い．そこで，実

㝿的な船体㐠動の影響を考៖する๓段階として単動する

ⅆ※ୖに形成されるⅆ⅏プルー࣒を模型実験により再現し，

ᚑ᮶のᅛ定ⅆ※ୖプルー࣒の㏿度ῶ⾶ண ᘧと比較した．

その結果，ⅆ※から㖄直ୖ方に㞳れるにつれて 度ୖ᪼値

は急激な低下が生じるのに対し，㏿度は㖄直ୖ方に㞳れて

もそのῶ⾶は非ᖖに小さく，ᅛ定正方ⅆ※ୖの㍈対象プル

ー࣒のୖ᪼㏿度と␗なるῶ⾶性状を示すことが分かった． 

 

ᕥ図 単動ⅆ※

ୖプルー࣒のୖ᪼

 度の 定値とᅛ

定ⅆ※ୖプルー࣒

の㏿度ῶ⾶ண ᘧ

（破線）との比較． 
 QXintiere and GroYe, 
Proc. of the comEXstion 
institXte, (1998), 
2757-2766. 

 

 
 
 
 

⤌合せランCCD法を用いたࢸࣅࣕ࢟形状計 の

高精度化 
ⓑ▼⪔一㑻，澤田♸ᕼ，ᫍ野㑥弘 

平成28年12月 
 (第18ᅇ)࣒࢘ࢪ࣏ーションに関するシンࢸࣅࣕ࢟

講演論文集 
 
海ᢏ研では，ࢸࣅࣕ࢟形状を計 可能な⤌合せラン

CCD法を用いた୕次元形状計 ⨨の開発を行っている．

本研究では，計 精度向ୖのために本⨨のග学⣔とࣕ࢟

リブレーション方法のᨵ良を行い，水槽試験において精度

向ୖの検証を行った．その結果，形状計 の計 ㄗᕪのῶ

ᑡ及び計 ⠊ᅖの拡大を確認した． 

 
図 模型プロペラのࢸࣅࣕ࢟形状計 結果 
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舶用弾性変形プロペラの流力性能の特徴

船舶水中騒音に関する最近の研究
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+XOO SWUXFWXUHV ZLWK NHZO\ DHYHORSHG +LJKO\ DXFWLOH 
SWHHO WR MLWLJDWH ,PSDFW DDPDJH DQG CDUJR LRVV LQ 

SKLS WR SKLS CROOLVLRQ 
⣬田健二，ᒣ田安平，ᡞ澤⚽，᭷馬ಇᮁ 
ᕷᕝ利，今ᇛ大ᶞ，藤田ᆒ，Ⳣ㞙人， 

船ὠ⿱二 
平成28年11月 

Class 1. 7echnical Seminar in .orea 
 

非線形動的構造ゎᯒ法を用いて船舶対船舶の㸱次元⾪

✺シミュレーションゎᯒを行い，HDS（Highly DXctile 
Steel� ᚑ᮶㗰の⣙1.5ಸのᘏ性を᭷する㗰ᮦ）が大型タン

．ーの⪏⾪✺性能に与える影響について比較検討した࢝

その結果，新ᮦᩱをFXll適用ཪはPartial適用した場合に，

12ktで⾪✺しても荷Ἔタンク破ཱྀに至らないことが分か

った． 
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図 破ቯ限界᭤線 

 
 
 

主機関≉性ࣔデルとリンクした船舶の波ᾉ中推進 
状態の数値シミュレーション 

大橋カⱥ 
平成 28 年 12 月 

第 30 ᅇ数値流体力学シン࣒࢘ࢪ࣏ 
 

 主機関≉性ࣔデルと5eynolds平ᆒ1aYier-Stokesࢯルࣂー

をプロペラࣔデルを介して࢝ップリングし，波ᾉ中での推

進状態の数値シミュレーション手法を開発した．計 結果

と比較し，規๎波中でのプロペラᅇ転数の時間変動等を再

現できることを確認するとともに，規๎波と船体㐠動によ

るプロペラ流入㏿度の変化にకうプロペラトルクと，主機

関≉性ࣔデルに基づくᅇ転数変化が┦にᖸ΅しているこ

とについて考ᐹを加えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 計算結果の一�プロペラ面での㏿度分布� 

᱁子࣎ル࣐ࢶン法におけるẼᾮ二┦流ゎᯒ 
ࣔデルの開発 

小野寺直幸, 大橋カⱥ 
平成28年12月 

第30ᅇ数値流体力学シン࣒࢘ࢪ࣏論文集 
 

大規模計算に適している᱁子࣎ル࣐ࢶン法に対して，Ẽ

ᾮ二┦流ゎᯒのⅭの自由表面ࣔデルをᥦした．二流体ࣔ

デルを拡張することで，ᚑ᮶計算が困難であった高密度

比のၥ㢟に対して，安定的に計算が可能となった．また，

検証ၥ㢟として，.leefsmannによるダ࣒ᔂቯ計算を行い，

実験値と良く一⮴することが確認された．より高度な検

証ၥ㢟であるᾮ⾪✺計算では，ᾮの⾪✺による細か

なスプラッシュ等をᤊえることには成ຌしたが，Ẽᾮ界

面に非物理的な動がぢられるなど，ࣔデルの高度化が

必要とされるが確認された． 

 
 
 

最新のCFDを利用した船舶の性能評価ᢏ⾡の状ἣ 
平田ಙ行 

平成28年11月 
平成28年度日本造船ᢏ⾡ࢭンター 

ᢏ⾡ࢭミࢼー講演集 
 

本ࢭミࢼーは，造船所࣭舶用機ჾ製造⪅などの⤒理，

画，ᢏ⾡開発などにᦠࢃられている方を対象に，最新の造

船ᢏ⾡に関する報をᥦ౪するものである．本講演におい

て，最新の船舶CFDの現状ならびに計算精度をᴫㄝすると

ともに，当所で開発を進めている重合᱁子法をά用した1A
G,SA等の開発状ἣについて紹介し，最後に船舶CFDのᒎᮃ

を㏙た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ⯦付き⫧大船まࢃりの重合᱁子ブロック 
 

 
図 ᱁子࣎ル࣐ࢶン法を用いたᾮ⾪✺計算 
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主機関特性モデルとリンクした船舶の波浪中推進

状態の数値シミュレーション

格子ボルツマン法における気液二相流解析

モデルの開発

最新の を利用 した船舶の性能評価技術の状況



SWXG\ IRU CRPSXWDWLRQ � MHDVXUHPHQW RI 
UQGHUZDWHU SKLS 5DGLDWHG NRLVH �US5N� WRZDUG 

MDULQH (QYLURQPHQWDO PURWHFWLRQ LQ -DSDQ 
HikarX .AM,,5,SA, 1oEXaki SA.AM272, Akiko 

SA.U5ADA(1M5,), 7akahiro .,-,MA (ML,7) , <oshihito 
72M,1AGA(-S75A), 1aoya UMEDA (2saka UniYersity) 

5th -oint Meeting AcoXstical Society of America and AcoXstical 
Society of -apan, DecemEer, 2016 

 
US51 has Eeen a large interest among maritime indXstries in 

terms of enYironmental protection. 7his paper presents the 
characteristics of the measXred US51 in fXll scale as Zell as the 
near field propeller caYitation noise estimated Ey YiscoXs 
compXtational flXid dynamics (CFD) simXlation． 

�
FigXre Comparison of SoXnd SoXrce LeYel Ey Engine  
2XtpXt（S% Side, Aimed CPA=100>m@） 

 
 
 

:LQG LRDGV SLPXODWRU IRU FUHH�UXQQLQJ  
MRGHO SKLS 7HVW  

<oshiaki 7sXkada, 5yosXke SX]Xki, Michio Ueno  
平成29年6月 

Proceedings of 2MAE 2017 
 

本報告は，自由⯟㉮模型試験で㢼荷重の影響をㄪるこ

とのできる㢼荷重模ᨃᥐ⨨の開発と検証について㏙たも

のである．試験水槽で自由⯟㉮する模型船に一様な㢼⎔境

を与えることは一般に不可能であるが，この㢼荷重模ᨃ

⨨を使えࡤ実㝿の㢼を㉳こさなくても模型船の動きに応じ

た㢼荷重を時ࠎ้ࠎ模型船に与えることができる．㢼荷重

の発生にはඛに開発したダクトࣇン型⿵ຓ推力⨨に用

いたダクトࣇンを3対用い，┠標となる๓後とᕥྑの力と

ᅇ㢌ࣔー࣓ントをࣇーࣂࢻックไᚚによって模型船与え

る．波ᾉ中をྵめた試験結果と数値計算結果の比較に基づ

きこの⨨の᭷ຠ性を示した． 
 

DXct fans (fore)
DXct fans (aft)

Load cellLoad cellLoad cell
 

図 自由⯟㉮模型船に搭㍕した㢼荷重模ᨃ⨨ 
 

A Method for Evaluating the Efficacy of 
$QWLIRXOLQJ PDLQWV XVLQJ M\WLOXV JDOORSURYLQFLDOLV LQ 

WKH LDERUDWRU\ LQ D FORZ�WKURXJK S\VWHP 
5� .RMLPD� 6� .RED\DVKL� &� *� 6DWXLWR� 

,�.DWVX\DPD� +�$QGR� <�6HNL DQG 7�6HQGD 

平成28年12月 
PL2S 21E 

 ᐊ内生物付╔試験として࣒ラ࢞࢟ࢧのᗂ生を用い，

㜵ởሬᩱの㜵ở性能に対するスクリーࢽング手法につい

てㄪᰝした．手法の妥当性を示すため，㜵ở（ள㓟化

㖡のみ）の㓄合（0-40Zt%）比を変えた水型㜵ởሬᩱを

ㄪ製した試験∦を作成し動的㣴生した（10ࣀット┦当，4
5日間の動的᮲௳）．㣴生後，࢞のᗂ生を試験∦の表

面に接╔し，ᗂ生が試験面に形成࣭付╔する㊊⣒数から

㜵ởሬᩱの性能を評価した．その結果，ᗂ生の㊊⣒数は

ள㓟化㖡㓄合量の増加にకいῶᑡした．この結果は，実

海ᇦ浸ₕ試験（ᐑᓥ，⋢野）の結果と一⮴した． 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

S2[規ไ開ጞに向けたㄢ㢟  
㸫 海ᢏ研における取り⤌み㸫 

高橋千⧊ 
平成28年12月 

船舶基準ࢭミࢼーࠕ船舶大Ẽởᰁ㜵Ṇ基準 
(12[，S2[規ไ)への取り⤌みࠖ講演㈨ᩱ 

 
,M2による一般海ᇦでのS2[規ไ開ጞỴ定を受け，当ヱ

規ไ実施に向けて検討すきㄢ㢟についてゎㄝを行った．

≉に当ึが船ᢏ༠大Ẽởᰁ㜵Ṇ基準ᩚഛプロ࢙ࢪクトの中

で行ってきた研究を中ᚰに紹介した．2020年以㝆の低◲㯤

⇞ᩱの製造工⛬がどのように変ࢃる可能性があるのか，௦

᭰要௳であるスクラࣂの導入においてㄢ㢟となるであࢁう

ၥ㢟についてゎㄝした． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 World Fleet 5egisterにⓏ㘓された現ᙺ船への⬺◲ス

クラࣂー導入⥲㞘数 159㞘 

図 ラ࣎および実海ᇦでの㜵ở評価試験結果 
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ブレーࢻ᭤ࡆ応力の変動ᢚไを┠的とする非線形 
ࣔデルண ไᚚによるᙉ㢼下のᾋ体ᘧ洋ୖ㢼力発㟁 

ୖ野ᾈ，⩚田⤢，中ᲄಇᶞ，大ሯᩄஅ 
平成29年3月 

第㸲ᅇ自動ไᚚ部㛛࣐ルࢳシン࣒࢘ࢪ࣏論文集 
 

ᾋ体ᘧ洋ୖ㢼力発㟁施タを対象に，ブレーࢻflapZise方向

の᭤ࡆ応力を低ῶさせるไᚚჾを開発し，数値シミュレー

ションによって検証した．ไᚚჾ内部で採用したブレーࢻ

荷重を㝧にண するࣔデルண ไᚚは，P,ไᚚと比較して

ྠ等以ୖの性能となることがุ᫂した． 
 

 
図 ไᚚ手法ẖの応答比較㸸標準೫ᕪ，二乗平ᆒ平方᰿，

⑂ປ等価荷重 

（㟷㸸3,ไᚚ，⅊㸸非ไᚚ，ᶳ㸸ࣔデルண ไᚚ） 
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ブレー ド曲げ応力の変動抑制を目的とする非線形

モデル予測制御による強風下の浮体式洋上風力発電
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